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オホーツク海北部における夏季のニシンの分布

および生物学的特徴についてキ

高橋豊美 e 上野元~，島崎健二

(1973年 3月 2日受理)

Stadies on the Distribution and Biological Characteristics 

of the Herring in the NorthernPart of the 

むkhotskSεa in Summer 

Toyo血iTAKA臥 sm**，JVlotokazu UENO~とへ and Kenji SHIMAZAKI料

Though many biological studies have been made on the commercial-sized herringラClupea
harengus pallasi， in the northern part of the Okhotsk Sea in summer， knowledge on the dis-
tr曲utionand biological characteristics of the juvenile in the same period is inadequate even 
todayo The authors studied informations obtained from the measuτements of about 2400 
sampleso The samples were obtained by surface gi1lnets， varying in mesh size from 30四四
to 82由民 usedfo1' capturing juv，号ni1esalmonヲ andthe samplings were conducted on the 
research v告ssel“OyashioMaru円 inthe northern p旦rtof the O:k.notsk Sea from August 17 to 
September 3， 1971. 
Th君主esu1tsobtained are summarized as follows: 
1) Th号shoals， comτ担lposedof 血i嗣dd剖1巴and largeか.刷嗣喝-si喝引!呂si討iz毘己dfish (担20一33cm) were found in the 

a訂E巴臨aof宜ft出h巴Kon叫1せiP己ni加ns叩ula，the smallト阿周-S1
and t出h巴 medi如um圃-si討IZ詑巴dfisぬh(18一26cm) in the are丘 0在 theAyan. The area， where 田 ch
8hoa1 appears， seems to vary year1y. 
2) The fish of 2-3 age were observed in comparative warm waters (13-140C) in 1971， 12-
130C in 1970 (Unpublished data). 
3) Samples of the 4 age， caught in the area off the Ayan， were smaller in their average 
fork length， and heavier in the ratio of body weight to fork lengthヲandhigher in the m号an
maturity index {gonad weight x 102j(body weight-gonad weight)} than those from the area 
off the Koni Peninsulao Ther己isa possibility that the fish in the ar号aoff th巴Ayanmay not 

belong to the Okhotsk population. 

オホーツク海北部における夏季のニシン Clupeaharengus pallasiについてはp ソ連が 1947年9 日本では

1957年より調査研究を行なってきたが， 商業漁獲物としての魚群が対象となっていた。 このため当海域全

域の魚群の分布 e生態等に関する研究は余りなされていない。著者らは 1971年9 さげ@ます幼魚採集のた

めの小さい日合の網目を含めた数種類の表層流網によって混獲されたニシンについて検討を加えp 当海域の

エシンの分布ならびに生物学的特徴について若干の知見を得たので報告する。

木研究に当れ資料の収集に多大な御協力を戴いた調査船親潮丸乗組員諸氏に心からお礼申し上げる。ま

たョ有益な御助言と御意見を賜った北海道大学水産学部今日光夫教授，同前日辰昭講師に厚く感謝する。

牛昭和 47年 10月 10日3 日本水産学会年会で講演した。
北海道大学水産学部北洋水産研究施設業績第 63号 (ContributionNo. 63， from the Resear・chInstitut号
of North Pacific Fi.sh巴ries，Faculty of Fisheries， Hokkaido University) 
件北海道大学水産学部 (Facultyof FisheriesヲHokkaidoUniversity， Hakodate， Japan) 
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資料

標本は 1971年 8-9月におけるさけ e ます幼魚採集用表!吾流組によって得られたG 使用日合は 30，35，42，

48， 55， 63， 72， 82， 93， 106 mmその他数種に及ぶが，本報告では 30-82mm目合までの網によって得られた

謀本を取り扱った。各目合より約 100屠(漁獲の少ない場合は全数)を採集して凍結標本として持ち帰h

実験室にて採鱗および生物測定念行なった。検鱗は万能投影器 UP-560T(倍率 20)を使用した。水温は親

潮丸11による観測結果を用いた。

漁獲試験点を Fig.1に示す。
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Fig. 1. Location of the gill net operation in the northern part of the Okhotsk Sea fro111 mid 
August to early September in 1971. 

結果および考察

分布壊ならび!と体長。年令組成 各漁獲詰験点における目合~Ij反当漁獲尾数は Table 1に示す通りで，

漁護の多い試験点は F.1，2，5，8，9，11，13ラ14，16， 17，18である。 Fig.2は高い出獲を示した各試験点の体

長組成ならびに年令組成を示したものである。地理的に近接する試験点での組成が類似Lてし、ることから，

当海域の魚群の分布域を A(F. 1， 2， 17， 18)， B (F. 5， 13， 14)ならびに C(F. 8， 9，11)の各水域に分けた。

A水域は体長20-33cmの範囲で中一大型魚が認められる。年令は4--12才にわたっているが， 4才ならびに

5才が多い(約 80%)0B水域は体長 13-15cmの2才魚が多く(的85%)， 3-5才魚が僅かに混ってし、る。

C水域は体長 18-26cmの中型魚、 (4-5才)のみ認められ， 4才魚;51多し、(約 85%)0F.16では 2-7才の小一

中型魚が認められ， A，B両水域の魚群が混在していると推察される。

AYUSHIN2) lt Aおよび Bifこ該当する水域の魚群の組成についてほぼ同様のことを述べている。さらに9

水温ならびにプランクトンの分布状態により当海域のニシンの集群水境は年により変動する31 としているo

KHARITONOVA 41 も同様のことを述べていることから 9 集群水域は年により変動するが，一般的頗向として

前述のような水域による魚群組成の相違があらわれるものと思われる。

若令魚部分布と水温との関保 Fig.3は当海域における夏季の表面水温の水平分布を示したものである0

2-3才の若令魚は前述の土うにB水域 (F.5， 13， 14)ならびに A-Bの中間水域(F.16)に集群していた。こ

れらの水域は 13-140Cの高温な水帯となっているが， エシンの餌料である動物プラングトン量は非常に少

ない。さらに 1970年 8-9月の若令魚の分布はBならびに C水域の 12-130Cの高温な水帝に認められた。

一方 A水域では中一大型魚、が認められたが9 これらの水域は動物プランクトン量の多い冷水と暖水と
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の接触域となっている。このような現象は

多く報告されている 3，4，り，71。 また中一高

令魚、は 120C以上の高温な水帯には少な

し¥3，4)ことも指適されていることから 3 若

令魚と中一高令魚、とは異なる分布を示すも

のと考えられる。

4才魚の体長，体長と体重の関{系9

びに成熟度指数 4才魚は主として 42

および 48mm目合に陪絹したので9 これ

らの網カかミら得られた標本について検討した。

A;水k域で

そ2週間のずず、れがあるため9 それぞれ Al，

A2水域として扱い C水域との比較を行な

った。各水域内における漁獲試験点聞には

体長9 体長と体重の関係3 ならびに成熟度

指数に差は認められなし、。

1) 体長 雌雄による体長の差が認め

なら

f.l 
釘::334 

F.9 
nニ 142 

F.8 
11"= 9 2 

Fig. 2. Frequ巴ncydistribution of the 

fork length 乱立dage-groups of the 

herring caught in the northern part 

of the Okhotsk Sea from mid Au-

gust to early September in 1971. 
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Table 1. Location of the gill net operation and c.P.U.E. (catch number per tan) 011 each 
五shingstation. 
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Fig. 3. Water temperature distribution at the surface in the northern p誌は ofthe Okhotsk Sea 

in August 25-September 13， 1971. 
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られないため雌雄をこみにして扱った。

Fig.4は水域別および目合別の体長組成を

示したものである。 C水域では Ahなら

び、に A2水域より体長が小さく p 分散に

は 5%水準で差はないが9 平均値は 1%
水準で、有意である O

2) 体長と体重の関係 Fig圃 5は体長

と体重の回帰直線を示したものであるが9

おのおのの直線式は次のごとくである。
2臼日 2 2日 240 

目合 42mmでは

j世 A1 Log Wニ ~4.544

2日 22日 24日
For k length (mm) 

Fig. 4. Frequency distribution of the fork length in 

4 age herring. 

十2.793Log L (1・=0.944)

C Log Wニ ~4.296

ート2.707Log L (1'=0.907) 

A2 Log W=~5.883 
Al Area off the Koni Pen.， rnid August 

C Area off the Ayan， late August 
A2 Area off the Koni Pen.ヲearlySeptember 

ート3.357Log L (1'二 0.851)

雄 Al Log W=  ~3. 713 

C Log W=~5.621 十3.282 Log L (r=0.965) 

A2 Log W=~4.354十2.705 Log L (1'=0.853) 

日合 48mrnでは

~tít Al Log W=~3.099-1-2.181 LogL (1'=0.682) 

C Log W=~3 固 288十2.274 Log L (rニ 0.868)

雄 Al Log Wニ 3.609+2.396Log L (1'=0.939) 

C Log W=~4.169十2.657 Log L (r=0.885) 

W:体重 (g) L:体長(皿n)

+2.438 Log L (1'=0.807) 
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各直輝式から求めた体長組成の平均値付近で、の肥満度は雌雄ともに C水域は Al，ならびにヲ Az水域に

比べて著しく高い。 42mm目合の雄 (A1ーのでは 1%水準で回帰係数に有志差があるが， f'也の A1，A2-C 

水域開には 5%水準で、回帰係数に有意、差はなく， 1%水準で修正平均値に有意な差が認められる。

3) 成熟度指数 成熟度指数は{生殖腺重量/C体重一生殖腺重量)}>く102をもってあらわL，平均値およ
び 95%信頼区聞を Fig.6に示した。これによると C水域は Al，ならびに， A2水域に比べて指数が高く p

雄においてより明確な差が認められる。

上記の結果から，C水域の 4才魚はA水域のものに比べて体長は小さいが9 肥満度ならびに成熟度指数

が高し、。このような傾向は 1970年の資料にも現われており 3 これら 4才魚の組成の相違は毎年，定常的に

出現するものと推定されるが9 今後さらに検討を続けて行なうつもりである。

オホーツク群の分布域はアヤン沖からコニ一半島沖までである3，8，9，101ことが知られており， Aおよび B

水域の魚群はオホーツク群として判断されるが， PRAVOTOROVA 91および DRUGININll1によればカラフト@

北海道群の分布域が C水域の東方にあるイオヌイ島まで及ぶことから， C水域ではオホーツク群以外の系

群が含まれている可能性があるので，この問題についても今後の課題としたし、

要 約

1) 1971年 8-9月にオホーツク海北部で、行なわれたさけ箇ます幼魚採集用の流網に混獲されたニシンを

模本とし3 各水域毎の魚群の組成ならびに4才魚、の生物学的特徴について検討した。

2) コニ一半島沖は中一大型魚， オホーツク沖は小型魚， アヤン沖で、は中型魚がそれぞれ主体をなしてい

る。集群水域は年により変動するが9 一般的傾向としては水域による魚群組成の相違が現われる。

3) 2-3才の若令魚は 12-140Cの高温な水帯を中心として分布する。

4) アヤン沖の4才語、はコニ一半島沖のものに比べて体長は小さいがう肥満度ならびに成熟度指数が高い。

アヤン沖ではオホーツク群以外の系群が含まれている可能性がある。
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